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17世紀初頭に初代仙台藩主併達政宗が仙台城を築 き、城下町仙台を育んで以来、仙台は急

速な発展を遂げ、人口100万人を超える日本有数の大都市となりました。都市化が進み、かつ

ての城下町の町並みが失われつつある中、仙台城跡は青葉城や天守台という愛称で親 しまれ、

市民の歴史的シンボル、心のふるさととして生き続けてきました。

仙台城跡は、戦前から第一級の近世城郭遺跡であるとの評価を受けており、昭和20年の空

襲で焼失 した大手門は国宝に指定されておりました。平成9年度から始まった石垣修復工事に

伴う本丸跡の発掘調査や平成13年度から始まった本丸大広間跡の発掘調査成果などを通 して、

その歴史的評価が高まり、平成15年8月 27日 付けの官報告示により、仙台市民の念願であつた

国史跡に指定されました。

築城より400年余 り、伊達政宗が築いた仙台城跡は、仙台市民のみならず日本国民の宝 とな

り、未来永劫守られ、皆様に愛されていくことになりました。今回の国史跡指定に際 し、ご

指導ご協力いただきました文化庁をはじめとする関係諸機関の皆様、そして市民の皆様 に深

く御ネL申 し上げます。

さて、今年度は、仙台城跡全域に及ぶ遺構現況調査や大広間跡・御成門跡の発掘調査、本

丸にいたる登城路跡の発掘調査、広瀬川護岸石垣の測量調査などが行われました。本丸御殿

の主要な建築物であった大広間跡の発掘調査は今年度で3年 目を迎え、これまでの調査成果か

ら、その規模や構造などを解明する多 くの資料を得ることができました。大広間跡から出土

した金銅金具からは、江戸時代初期の金工職人の優れた技術や豪華絢爛な装飾が施された仙

台城大広間の姿が想像されます。

今回の調査事業及び調査報告書の刊行にあたり、ご指導、ご協力を賜 りました多 くの方々

に深 く感謝申し上げますとともに、本報告書が研究者のみならず市民の皆様に広 く活用 され、

文化財保護の一助 となれば幸いです。

平成16年3月

仙台市教育委員会

教育長 阿 部 芳 吉



例

1,本書は、仙台城跡の平成15年度遺構現況調査の報告書である。

2.本調査は、国庫補助事業である。

3.本報告書の作成にあたっては以下のとおり分担 し、編集は渡部が行った。

本文執筆

遺構台帳作成

4.全体平面図は平面直角座標系Xを用いており、方位角は真北線を基準としている。
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はじめに

(1)調査体制

平成15年度は、仙台城跡遺構確認調査の5カ 年計画の 3年次にあたり、下記の体制で臨んだ。(敬称略・順不同)

調査主体 仙台市教育委員会 (生涯学習部文化財課仙台城史跡調査室)

発掘調査、整理を適正に実施するために調査指導委員会を設置 し、指導、助言を受けた。

委 員 長 斎藤 鋭雄 (宮城県農業短期大学名誉教授 近世史)

副委員長 岡田 清― (東北福祉大学教授 中世史)

委  員 鈴木  啓 (福島県考古学会会長 考古学)

西  和夫 (神奈川大学教授 建築史)

北垣聰一郎 (奈良県立橿原考古学研究所共同研究員 石垣・城郭研究)

千田 嘉博 (国立歴史民俗博物館考古研究部助教授 城郭考古学)

仙台城跡調査指導委員会は以下のとおり開催 した。

第 7回 :平成15年 8月 29日 第6次 。第7次調査中間報告、現地視察
‐

第 8回 :平成15年 12月 3日 第7次 。第8次 。第9次調査中間報告、現地視察

第 9回 :平成16年 3月 17日 第6次・第7次 。第8次 。第9次調査結果報告、現地視察、平成16年度調査計画

分布調査の実施にあたり、東北大学大学院理学研究科附属植物園のご協力をいただいた。

(2)調査担当

文化財課        課長 青柳 良文

主幹 田中 則和

仙台城史跡調査室長 金森 安孝

主査 大村  仁

主任 渡部  紀

教諭 豊村 幸宏

文化財教諭 中山  純

文化財教諭 伊藤  隆

(3)調査の目的

仙台城跡を総合的に把握するために、城跡全体に存在する遺構の分布状況を記録化することを目的として遺

構現況調査を実施 した。

(4)調査の概要

分布調査を行い、目視により確認された遺構の位置、規模などを略計測 し、写真撮影を行つた。調査結果は

遺構台帳に記録 した。分布調査は5月 7日 より開始 し8月 8日 まで継続的に実施 し、その後も断続的に調査 した。

今回対象とした地域は、主に仙台市有地、国有地であることから、それ以外の所有者土地についても分布調査

を今後とも継続 していく必要がある。



Ⅱ 地区区分 と台帳記入の仕方

(1)地区区分 (第 1図 )

基本 となる地形図は、昭和63年作成の17500仙台城跡地形図を用いた。平面直角座標系Xを もとに100m単位の

グリッドを設定し、アルファベットと数字によるグリッド記号を付 し地点把握の基準とした。また、対象地が広

域であるため、本九跡を中心とした「本丸地区」、二の九跡から勘定所跡・扇坂跡にかけての「二の九地区」、水

堀を含んだ「三の九地区」、大手門、巽門から本九へいたる「登城路地区」、現在東北大学植物園となっている     !
「御裏林地区」、それ以外全てを対象とした「その他の地区」の6地区に区分 した。この区分は便宜的なもので曲

輪の範囲を正 しく反映したものではない。

(2)遺構番号

発見された遺構は、石垣、平場、堀切といった種類毎にそれぞれ1か ら番号を付 したが、地区が分かるように、

本九地区は1001か ら、二の九地区は2001か ら、三の九地区は3001か ら、登城路地区は4001か ら、御裏林地区は1

から、その他の地区は5001か らとした。また、仮称であるが遺構の名称をつけた。たとえば、本丸地区で解体修

復が行われた石垣は、円ヒ壁石垣 石垣1001」 と呼称することとした。

(3)計 測

高さ(深さ):遺構の高さ、深さ。堀切脇の土塁のように下端の高さが両側で異なる場合は、高い方の下端からの

計測値を高さとした。これらは任意の数か所で計測 した。

幅  :土塁の場合は基底幅と上端幅、堀切の場合は上端幅を計測 した。任意の数か所で計測 した。

石垣の勾配 :任意の数mお きに石垣表面にスタッフを当て角度を計測 した。

石   材 :全 く加工のない石を「自然石」、割面のある石を「割石」、規格品として加工された石を「切石」と

分類 した。

積 み 方 :石材の大きさや目地などに規格性がなく不規則な積み方を「乱積み」、横目地が通 り整然とした積

み方を「整層積み」と分類 した。

数   量 :表面で見える限りの石材数を数えた。

現   伏 :石垣の場合は特に形状の変位を観察 した。

(4)写真撮影

写真記録は、3511unカ ラーリバーサルフィルムとデジタルカメラ (500万画素)で行った。撮影後のカラーリバ

ーサルフィルムはスライドフアイルに収納 し、デジタルデータは調査事務所内ハー ドディスクに記録 している。

(5)台帳の作成

分布調査の記録はカー ド形式の台帳に手書きで記載 した (第2図 )。 この台帳はデータベースソフト (マ イクロ

ソフトアクセス)で管理する作業を進めてお り、将来的には発掘調査データなどとともに (仮称)仙台城跡GIS

に移管 し一括管理していく予定である。
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第 2図 台帳の様式



Ⅲ 遺構の現況 本丸地区

第 3図 本丸地区の全体図



遺
構

位
置

図
日 ― 牌 　 排 ≫ 諄 図

AB
角

部
(北

西
よ

り
)

AH
角

吉
Б

(】
ヒ
よ

り
)

図

追
構

番
号

北
壁

石
垣

A
面
 

石
垣

10
01
A

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

E7
、
 F
7

延
 

長

39
.2
m(
天

端
35
.4
m)

高
 

さ
(深

さ
)

21
-1
2.
2m

勾
  

配

67
-7
6°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

89
7 
AB
角

:1
9段

、
AH
角

14
段
、
築
石

6～
19
段

特
記
事
項

・
天
端

石
の
大
部
分

欠
損

・
南

端
で

、
1石

分
西

へ
張

り
出
す

(本
九
詰

門
接

続
部

)

・
本

丸
詰

門
礎

石
あ

り

全
景

(西
よ

り
)

調
査
年

月
調

査
者



選
構

位
置

図
遺
構

番
号

北
壁

石
垣
B面

 
石

垣
10
01
B

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F6
、
 F
7

延
 

長

64
m(
天

端
54
m)

高
 

さ
(深

さ
)

12
.2
-1
6,
7コ

n

65
°

-6
9°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

34
1X
IB
C角

:鍋
段
、
BA
角

19
段
、
築
石

i3
0～

a2
段

特
記
事
項

・
西

側
に

東
脇

櫓
台

が
設

け
ら

れ

る
。

・
天

端
石

の
大

部
分

欠
損

BC
角

部
(北

よ
り

)

全
景

(北
よ

り
)

図

東
西

調
査

者

日 ｌ μ 　 桝 誤 諄 図



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)
日 ― 岸 　 排 誤 麟 図

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
C面

 
石

垣
10
01
C

地
区

名

本
丸

10
,7
m(
天

端
5,
8m
)

高
 

さ
(深

さ
)

16
7^
ψ

17
.7
コ
n

勾
  

配

63
°

-6
6°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

25
8 
BC
角

:2
6段

、
築
石

36
～

29
段

現
 

状

・
ハ

ラ
ミ
、
ズ

レ
な

ど
見

ら
れ

る
た

め
解
体

修
復

・
BC
角

部
の
み
天
端

石
残
存

全
景

(東
よ

り
)

略

調
査

者



遺
構

位
置

図
遺

構
番

号

北
壁

石
垣

D面
 

石
垣

10
01
D

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F6 52
m(
天

端
45
m)

63
°

-6
4°

切
石

整
層

積
み

30
27
 D
E角

:2
7段

、
築
石

:3
2～

36
段

・
ハ

ラ
ミ
、

ズ
レ
な

ど
見

ら
れ

る
た

め
解

体
惨

復

特
記

事
項

・
東

側
に
櫓

台
が

設
け

ら
れ

る
。
天

端
石

の
大

部
分

欠
損

全
景

(北
よ

り
)

DE
角

部
(北

東
よ

り
)

現
東

▲ ６
３

ｍ
▲ ６
４

調
査

年
月

調
査

者

日 ～ 騨 　 ＞ と さ 図



遺
構

位
置

図

〇

全
景

(東
よ

り
)

日 ― 岸 　 排 ≫ 諄 図

―

16
:5
m

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
E面

 
石

垣
10
01
E

地
区

名

本
九

地
区
番

号

F6 16
5m
(天

端
9m
)

高
 

さ
(深

さ
)

17
.7
-1
5,
7m

63
°

-6
5°

切
石

整
層

積
み

56
1 
DE
角

i2
6段

、
築
石

13
2～

35
段

・
ハ

ラ
ミ
、

ズ
レ
な

ど
見

ら
れ

る
た

め
解
体
修
復

特
記

事
項

・
天
端

石
は
残

存
し
て
い

る

現

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

15
3m

遺
構

番
号

北
壁

石
垣

F面
 

石
垣

10
01
F

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F6

延
 

長

16
.5
m(
天

端
15
m)

高
 

さ
(深

さ
)

15
.3
-8
.8
コ

n

65
°

-6
8°

切
石

整
層

積
み

10
45
 
築

石
:2
5～

39
段

・
ハ

ラ
ミ
、

ズ
レ
な

ど
見

ら
れ

る
た

め
解

体
修

復

特
記
事
項

・
天

端
石

は
残

存
し
て

い
る

現

調
査
年

月
調

査
者

日 ― 岸 　 排 設 諄 図



遺
構

位
置

図

や

上
段

(南
東

よ
り

)
日 ― 岸 　 ＞ ≫ 諄 図

図

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
G
面
 

石
垣

10
01
G

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F6

延
 

長

上
段

:4
8m
 
中
段
i3
4m
 
下
段

1l
m

高
 

さ
(深

さ
)

上
段

:6
.9
m 

中
段

:3
.4
m 

下
段

:0
,6
m

勾
  

配

中
段

南
端

:6
3°

北
端

:5
5°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

11
3 

上
段

:6
段

、
中
段

4～
5段

現
 

状

・
上

段
は
解

体
修

復
・

中
段

、
下

段
は
現

状
の

ま
ま

特
記

事
項

・
上

中
の
2段

は
、
F面

か
ら
弧

状
に

曲
が

る
。
下

段
は
土

砂
に
覆

わ
れ

て
い

る
が

切
石

を
4石

確
認

し
た

中
段

(東
よ

り
)

下
段

(東
よ

り
)

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図
全

景
(南

よ
り

)

H三
角

部
(南

東
よ

り
)

図

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
H面

 
石

垣
10
01
H

地
区

名

本
九

地
区
番

号

E7

延
 

長

6.
8m
(天

端
6.
3m
)

高
 

さ
(深

さ
)

2.
1-
2.
5m

85
°

ヤ́
88
°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

45
 H
A角

:4
段
、
HI
角

:峨
、
築
石
7段

4m ↓
千

25
m

l 
!

特
記
事
項

調
査

年
月

調
査

者

日 ｌ μ 　 斗 設 諄 図



ヽ

遺
構

位
置

図
日 ― 津 　 排 ≫ 諄 図

南

25
m

IE
I士

==
==

==
==
正

三
==
正

三
正
三
==
==
J正

▲ ８
２

▲ ８
４

▲ ８
３

▲ ７
６

遺
構

番
号

北
壁

石
垣

正 面
 

石
垣

10
01
1

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

E7
、
 F
7

延
  

長

24
m

高
 

さ
(深

さ
)

2.
5～

lm

76
^-
84
°

切
石

整
層

積
み

16
3 
H角

:4
段

、
築
石

:4
～

3段

・
ハ

ラ
ミ
、

ズ
レ
な

ど
見

ら
れ

る
た

め
解

体
修

復

特
記
事
項

・
天

端
石

の
大

部
分

が
欠
損

し
て

い

る

全
景

(東
よ

り
)

現

調
査

者



遺
構

位
置

図
遺
構

番
号

北
壁

石
垣

J面
 

石
垣

10
01
J

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F7 9。
lm

高
 

さ
(深

さ
)

1～
1.
9m

勾
  

配

73
°

-8
5°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

56
 J
K角

:3
段

、
築

石
:3
段

特
記
事
項

・
天

端
石

の
大

部
分

が
欠

損
し
て

い

る

JK
角

部
(南

よ
り

)

全
景

(南
よ

り
)

図

現
 

状

調
査

年
月

調
査

者

日 ― 滞 　 ＞ 計 麟 図

ド リ



ド ６

遺
橋

位
置

図
全
景

(東
よ

り
)

全
景

(東
よ

り
)

日 ― 岸 　 斗 設 詳 図

図

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
K面

 
石

垣
10
01
K

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F7

延
 

長

7.
lm

高
 

さ
(深

さ
)

19
～

2.
8m

勾
  

配

78
°

-々8
5°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

94
 J
K角

:3
段

、
築

石
7～

8段

現
 

状

・
ハ

ラ
ミ
、

ズ
レ
な

ど
見

ら
れ

る
た

め
解

体
修

復

西

ｍ

下 ― ― ― ― Ｉ Ｂ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ Ｉ 士

特
記

事
項

調
査

年
月

調
査

者



遺
構

位
置

図

東
西

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
L面

 
石

垣
10
01
L

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F7

延
  

長

8.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

2.
8m

82
°

-9
4°

切
石

整
層

積
み

12
1 
LM
角

:5
段

、
築

石
7～

8段

・
LM
角

部
の

ズ
レ
が

著
し
い

全
景

(南
よ

り
)

現

LM
角

部
(南

東
よ

り
)

特
記
事
項

調
査

年
月

調
査

者

日 ― 岸 　 排 音 ド 図

岸 『



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)
日 ― 岸 　 ＞ と 諄 図

遺
構

番
号

北
壁

石
垣
M
面
 

石
垣

10
01
M

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

F7

延
  

長

5.
3m
(天

端
4.
5m
)

高
 

さ
(深

さ
)

2.
8-
2m

82
°

一 ヤ
84
°

切
石

整
層

積
み

38
 M
L角

:5
段
、
BB
角

13
段
、
築
石

:6
～

7段

・
ML
角

部
の

ズ
レ
が

著
し
い

特
記
事
項

・
中
央

部
の

天
端

石
が

欠
損

し
て

い

る

状

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図
全

景
(南

よ
り

)

近
景

(北
東

よ
り

)

(南
端

の
石
材

)

幣

調
査

者

伊
藤

遺
構

番
号

懸
造

跡
石

垣
 

石
垣

10
02

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

E6

延
 

長

12
.5
コ
n

高
 

さ
(深

さ
)

0.
55
m

自
然
石

、
割

石

1段
～
2段

・
崖

際
で

あ
り
南
端

は
崩
壊

し
て
い

る
と
考

え
ら
れ

る

特
記

事
項

・
北
偵
Iの

石
列

と
南
側

の
石
列

で
方

向
が
若

干
ズ

レ
る

よ
う
で

あ
る

現

ド や

日 ｌ μ 　 悌 ≫ 諄 図



遣
構

位
置

図

〇

調
査

年
月

03
/1
17
/2
9

調
査

者

併
藤

遺
構
番

号

御
守

殿
跡

石
垣
 

石
垣

10
03

地
区

名

本
丸

地
区
番

号

D6

延
  

長

1 
lr
n

高
 

さ
(深

さ
)

2.
8m

勾
 

配

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

約
40
 7
～

8
段

現
 

状

。
崖

際
で

あ
り
、

ま
た
本

の
根

が
か

ら
ん
で
お

り
崩
壊

の
危

険
性

高
い

特
記
事
項

・
近

く
に
寄

れ
な
い
が
今

の
と
こ
ろ

加
工

痕
は
認

め
ら
れ

な
い

全
景

(北
よ

り
)

日 Ｉ Ｐ 　 斗 設 諄 図

近
景

(北
よ

り
)

略

◆



遺
構

位
置

図
近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
東

よ
り

)

断
面

(東
よ

り
)

日 ― ド 　 ＞ ≫ 諄 図

図

遺
構

番
号

大
番

士
土

手
 
土

塁
10
01

地
区

名

本
九

地
区
番

号

C6
、
 C
7

延
 

長

16
0m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
3～

1.
8m

幅

7-
8.
5m

特
記
事
項

・
断
面
観

察
に

よ
り
、
盛

土
は

さ
れ

て
お

ら
ず
削

り
出

し
た
土

塁
で

あ
る
。

ま
た
、

ピ
ッ

ト
状

の
落

ち
込

み
が

1基
確

認
さ
れ

た
。

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

調
査

年
月

調
査

者

や 〕



ττ

削

ヽ
国
　
旧
Э
卜
き
図
ｅ
醇
募
図

図町暉⑫
= 

乙



遺
構

位
置

図
遺
構
番

号

二
の
九

西
縁

石
垣
 

石
垣

20
01

地
区

名

二
の
九

地
区
番

号

延
 

長

1.
9m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
45
m

全
景

(北
東

よ
り

)

全
景

(東
よ

り
)

遠
景

(北
東

よ
り

)

調
査
年

月

03
/0
6/
19

調
査

者 中
山

・
伊

藤

| 
  
  
 |

石
 

材

自
然

石

数
 

量

12
 1
～

3段

特
記
事
項

二
の
九

西
縁

の
塀

の
基
礎

の
可

能
性

が
考

え
ら
れ

る

日 ― 〕 Ｈ ③ 設 諄 図

や



や ヽ

遺
構

位
置

図
全

景
(北

東
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

割
面

を
正

面
に

し
て

い
る

近
景

(東
よ

り
)

日 ― や 　 日 ③ 辞 諄 図

遺
構

番
号

二
の
丸
詰

門
付

近
石
垣
 
石
垣

20
02

地
区

名

二
の
九

43
m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
05
-0
.5
m

80
°

-́9
6°

自
然

石
と
割

石

乱
積

み

1～
3段

・
北
端

部
で
木
根

が
か

ら
ん
で
い

る
。
一
部

で
石
材

が
抜

け
て
い

る

現

硫 ‐
蜘 ５ｍ Ｉ一 島 １

諭

‐
Ｏ
ｍ

‐
諭 ５ｍ ‐

絆
 

見
守
 

弓絆
 

弾
響

千…
  
 
抜

t再
…
  
  

フ Y〕
・
 _
  
3D
‐

m

Iプ
爾

|

lB
と

1段

特
記

事
項

・
割
石

は
、
河
原

石
の
割
面

を
正
面

に
し
た

も
の

・
土

管
が
入

つ
て
い

た
り
、 

ド
リ
ル

で
割

っ
た
石
材

が
あ

る
た
め
、
積

み
直

さ
れ

て
い

る
と
考

え
ら
れ

る
。
矢

穴
あ

り
、

間
口

8c
m、

深
4c
14

・
北

端
部

の
石
材

は
上
面
平

坦
で

あ
り
北
面

が
直
線

的

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図

略

遺
構

番
号

千
貫

橋
石

垣
A面

 
石

垣
20
03
A

地
区

名

二
の
九

地
区
番

号

L1
0

延
 

長

23
.4
m

高
 

さ
(深

さ
)

7m

勾
  

配

66
°

-7
3°

石
 

材

切
石

主
体

で
自
然

石
が

ま
じ
る

積
み

方

整
層
積
み
。
石
の
角
を
切
り
欠
く
加
工
が
あ
る

数
  

量

最
大

18
段

現
 

状

・
一
部
ハ
ラ
ミ
、
石
の
ズ
レ
、
ヒ
ビ
が
あ
る

。
土
橋
で
あ

り
、
上
を
車
、
人
が
通
行

し
て

い
る

特
記

事
項

・
切

石
表

面
は

、
粗

い
加

工
で

凸
状

の
も
の

と
、
細

か
い

加
工

で
平

坦

な
も
の

が
あ

る
。

こ
れ

ら
に

自
然

石
が

ま
じ
る

・
裏

込
め

は
よ

く
見

え
ず

不
明

・
水

路
の
両

角
は
、

算
木

積
み

、
稜

の
加

工
は

な
い

・
石

の
間

に
、

縦
長

の
石

を
入

れ
る

こ
と
が

あ
る

・
矢

穴
:間

口
7×

深
4、

間
口

7×

深
3c
m

全
景

(東
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

一
部

に
自
然

石
が
見

ら
れ

る

調
査

年
月

03
/C
18
/C

15

調
査

者 渡
部

・
中

山

日 ― や 　 日 ○ ≫ 詳 図

ズ
レ

わ
。  
 
売
。

守

★

角
欠

き
の
カ
ロエ

あ
り

石
にワ
レ 為
挙

い
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角
部
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東

よ
り

)

C面
角

部
(北

よ
り

)

目
地

に
コ

ン
ク

リ
が
塗

ら
れ

て
い

る

B面
角

部
(南

よ
り

)
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遺
構

番
号

千
貫

橋
石

垣
B面

 
石

垣
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地
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丸

地
区
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長

86
m

高
 

さ
(深

さ
)

3m

石
 

材

切
石

主
体

で
自
然

石
が

ま
じ
る

積
み

方

整
層

積
み

現
 

状

・
パ

イ
プ
が

入
つ

た
リ
コ

ン
ク

リ
が

塗
り
つ

け
ら
れ

た
り
、

改
変

さ
れ

て
い

る

調
査

者 渡
部

・
中

山

勾
  

配

図

数
 

量
水
路

内
北

壁

流
水

勅 一 蜘 　 　 　 　 ⇒

”
流

水

パ
イ
プ
  

東

嘲
  

}
|

特
記
事
項

・
南

壁
C面

も
同
様

で
あ

る
。
水

路
出

日
の

石
材

法
量

(南
か

ら

ナ 煩
に

)

幅
  

高
  

控
え

①
46
 
×
 3
6 

×
 5
5 
cm

②
50
×

34
×

65

③
50
×

34
×

81

④
45
×

35
×

60

⑤
45
×

36
×

70

⑥
40
×

37
×

78
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地
区
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九

地
区
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号
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延
  

長
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m
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さ
(深

さ
)

2.
3m

勾
  

配

86
°

(角
よ

り
lm
東

側
)

石
 

材

切
石

主
体

で
割
石

が
混

じ
る

積
み

方

角
は
算

木
積

み
、
大
部
分

が
落

と
し

積
み

で
、
部
分

的
に
整
層

積
み

数
  

量

(暗
い

た
め
不

明
)角

部
6段

角
部

(南
西

よ
り

)

近
景

(南
よ

り
)

近
景

(南
よ

り
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子h

守

コ
ン
ク
リ

西

調
査
年

月

03
/0
8/

06

調
査

者

渡
部

日 ― 〕 Ｈ ③ 設 洋 図

や 『

特
記
事
項

。
一
部

の
目
地

に
コ

ン
ク

リ
を
塗

り
つ

け
て
い

る
。
西
狽
1は

間
知
積

み
石
垣

、
上
部

は
コ

ン
ク

リ
の
橋

に
接

す
る

。
東

流
す

る
水
路

の
南

北
壁
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り
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よ

り
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側
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切
石
主
体

で
、
割
石

が
混

じ
る

角
は
算

木
積

み
、
大

部
分

落
と

し
積

み
で
、
部
分

的
に
整
層
積

み

(暗
い

た
め
不

明
)角

部
5段

・
パ

イ
プ
が
数
本

あ
り
、

か
な

り
改

変
さ
れ

て
い

る

特
記

事
項

・
東

流
す

る
水

路
の
南

北
壁

・
西

側
は

間
知

石
垣

、
上

部
は

コ
ン

ク
リ
橋

に
接

す
る

現

11
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m
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査
年

月
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査
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さ
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石
 

材

自
然
石
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体
、

1石
の
み
加
工
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見
ら
れ
る

積
み

方

不
明

数
 

量

現
 

状

・
石

と
の

間
に
隙

間
が

空
き
、

石
が

手
前

に
動

い
た

り
し
て

い
る

特
記
事
項

・
裏
込

め
不

明
・
水

路
部
分

は
、
石
材

が
コ

ン
ク

リ
で
塗

り
込

め
ら
れ

て
い

る
。
下
半

が
埋

ま
っ
て
お

り
、

ど
の
位

積
ま
れ

て
い

る
か
分

ら
な
い

が
、

コ
ン
ク

リ
水

路
部

分
で

は
3段

積
ま
れ

て
い

る
よ
う
に
見

え
る

調
査

者

渡
部

勾
  

配

12
4m

/
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工
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ク
リ
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)
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・
良
好
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査
年

月
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査
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部
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景
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よ

り
)
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西

よ
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)
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景
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西

よ
り

)

日 ― や 　 日 ○ 設 諄 図

特
記
事
項

・
北

東
方

向
へ

向
か

う
水

流
の
途

中
が

池
と
な

っ
て

い
る

。
池

の
北

岸
に

は
、

大
き

目
の

自
然

石
が

点
々

と
並

べ
ら
れ

て
い

る
。
南

岸
に

は
小

さ
め

の
自
然

石
が

2
～
3段

積
ま
れ

て
い

る
。
中
央

部
南

側
に
、

幅
3.
6m
の

段
・

幅
2.
5m
、

長
さ
5.
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の

石
段

(4

段
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り
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南
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(北
東
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積
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東
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構

番
号

大
手

門
北
脇

池
 
池
20
01
(2
)

地
区

名

二
の
九

地
区
番
号

J7
、

 J
8、

 K
7

延
 

長

特
記
事
項

・
お

お
む

ね
、

北
西

側
が

高
い

調
査
年

月

03
/0
7/
08

調
査

者

渡
部

高
 

さ
(深

さ
)

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

A

―
―
―
吐
≧
//
レ

6m

至多
8m

砂
m

18
4m

理
m

ヽ
  
  
 

翔

現
 

状
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延
  

長
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高
 

さ
(深

さ
)

1,
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切
石

整
層

積
み

11
 1
～

3段

・
良
好

西
端

の
コ

ン
ク

リ
水

路
(北

よ
り

)

石
垣

近
景

(北
よ

り
)

石
垣

近
景

(南
東

よ
り

)

日 ― 〕 日 ○ ≫ さ 図

現

調
査
年

月

03
/0
8/
08

調
査

者

渡
部

特
記
事
項

・
コ

ン
ク

リ
製

水
路

に
接

し
て

お
り
、
近
世

の
石
積

み
か

ど
う
か

は
不

明
。
石
材

は
近

世
期

の
可

能
性

が
あ

る
。

・
空
積

み
・

コ
ン
ク

リ
水

路
の

出
回

は
大

き
な

石
で
ふ

さ
が

れ
て
い

る



三の丸地区

第 5図 三の丸地区の全体図
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図
全

景
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よ
り

)

近
景
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よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

日 ｌ ω 　 側 ○ と さ 図

図

遺
構
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号

巽
門
西

復
1石

垣
A面

 
石

垣
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01
A

地
区

名

三
の
丸

地
区
番

号

G5
、

H5

延
 

長

20
,9
m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
2～

16
m

勾
 

配

70
◇

-1
08
°

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

21
5 

大
19
3石

、
小

22
石

現
 

状

・
南

半
部

は
地
面
部
分

コ
ン
ク

リ
ー

ト
で

固
め

ら
れ

て
い

る
。
北
端

部
崩

れ
て
い

る

調
査

者

中
山

特
記

事
項
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調
査
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調
査

者

中
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遺
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番
号
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門
西

側
石

垣
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石

垣
30
01
B

地
区

名
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の
九

地
区
番

号
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、
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5

延
  

長

2.
Om

勾
  

配

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

13
(抹

こ1
2・

/1
ヽ
1)

現
 

状

・
部
分

的
に

コ
ン
ク

リ
ー

ト
が

入
れ

ら
れ

て
い

る

特
記
事
項

・
階
段

を
作

る
際

に
石

材
が

動
い

て
い

る
可

能
性

が
あ

る

全
景

(東
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

図

〕血

日 ― の 　 ――
― ○ ≫ さ 図
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位
置

図
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景
(北

西
よ

り
)

近
景

(西
よ

り
)

近
景

(西
よ

り
)

日 ― い 　 Ⅲ Ｏ ≫ 諄 図

図

遺
構

番
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門
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側

石
垣
A面

 
石
垣

30
02
A

地
区

名

三
の
九

地
区
番

号

G5

延
  

長

4.
6m

高
 

さ
(深

さ
)

0,
2-
0.
5m

勾
  

配

76
°

ヤ々
95
°

石
 

材

切
石

積
み

方

整
層

積
み

数
 

量

現
 

状

・
底

部
は
、

コ
ン
ク

リ
ー

ト
で
固

め
ら
れ

て
い

る

特
記
事
項

・
石

垣
と
、

巽
門

の
間

は
側

溝
と
な

っ
て

い
る

調
査
年

月

03
/0
6/
17

調
査

者

中
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よ

り
)

近
景

(南
よ

り
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調
査

者

中
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地
区
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三
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丸

地
区
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延
 

長

15
 5
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高
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)
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切
石

特
記
事
項
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‐
‐
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15
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区

名

三
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丸

地
区
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、
 J
5

延
  

長

20
.5
m

高
 

さ
(深

さ
)

3.
Cl
m

自
然

石

乱
積

み
(一

部
練

り
積

み
)(
落

と

し
積

み
の
部

分
あ

り
)

21
0 
7段

0.
8m
  
 4
.9
m

71
m 
  
  
  
20
m

調
査

年
月

03
/C
17
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4

伊
藤

全
景

(南
東

よ
り

)

近
景

(東
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

日 ― い 　 Ⅲ ⑤ 設 諄 図

特
記
事
項
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垣
基

部
が

コ
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リ
ー

ト
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道
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に
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い
る
。
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リ
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が

目
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ま
れ
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い

る
部

分
が

あ
り
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塩
ビ
管
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入
れ

ら
れ
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い

る
。

・
北

端
に
石

垣
石

材
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考

え
ら
れ

る

転
石

あ
り

。
昭
和

36
年

(1
96
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修

理
・

昭
和

53
年

(1
98
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宮

城
県

沖
地

震
で
被

災

査
者



遺
構

位
置

図
遺
構
番
号

子
門
西

側
石

垣
B面

 
石

垣
30
03
B

地
区

名

三
の

九

地
区
番
号

全
景

(南
よ

り
)

図

延
 

長

2.
5m

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積
み

(一
部
練
り 積

み
)(
落
し
積
み
の
部
分
あ
り
)4
段

数
 

量

20
 4
段

調
査
年

月

03
/0
7/

14

調
査

者

伊
藤

日 ― い 　 ――
― ○ 辞 詳 図

や

高
 

さ
(深

さ
)

句
  

配

現
 

状

2m
串

隔 �
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積

み

数
 

量

18
3 

西
端

に
20
石

崩
落

現
 

状

・
西
端
35
m程

度
、
石
が
崩
落

し
て
い
る

・
天

端
石

一
部

ヌ
ケ

て
い

る
・
縦

に
割

れ
た
石

が
あ

る

調
査
年

月

03
/0
5/

14

調
査

者 渡
部

・
中

山

79
°

コ
ン
ク
リ

特
記
事
項

・
矢

穴
あ

る
石

材
6石

・
刻

印
あ

る
石

材
1石

「
+J

・
AB
角

入
角

、
直

角
に
折

れ
る

。
裏

込
め

は
玉

石
。
前

面
に
近

代
構

築
物

が
あ

り
、

土

台
が

石
垣

に
接

し
て

い
る



遺
構

位
置

図
全

景
(西

よ
り

)

BC
角

部
(北

西
よ

り
)

平
成

15
年

5月
26
日

地
震

に
よ
る
被

害
状

況
(北

西
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 爵 票 諄 図

調
査
年

月

03
/0
5/

14

調
査

者 渡
部

。
中

山

遺
構

番
号

中
門
南

側
石

垣
B面

 
石

垣
40
04
B

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H7

延
 

長

3.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

2.
4-
2.
5m

88
°

-9
0°

自
然

石
、
割
石

乱
積

み

特
記
事
項

・
AB
角

入
角

、
BC
角

出
角
― 直

角
・
裏
込

め
は
玉
石

・
BC
角

部
は
サ

イ
コ

ロ
状

の
石

材
を
積

み
上

げ
て
い

る

『 Ｆ

南

一

▲ ８
８



や

遺
構

位
置

図
全

景
(北

よ
り

)

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― 卜 　 鰈 灘 慕 麟 図

図

遺
構

番
号

中
門
南

偵
1石

垣
C面

 
石

垣
40
04
C

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H7

延
  

長

7.
2m

高
 

さ
(深

さ
)

22
-‐

2.
5m

勾
  

配

86
°

-́8
8°

石
 

材

割
石

、
自
然

石

積
み

方

乱
積

み
、

落
と

し
積

み

数
 

量

現
 

状

。
東

側
で

、
ハ

ラ
ミ
あ

り
。
天

端
石

一
部

ヌ
ケ

て
い

る

調
査

者 渡
部

・
中

山

西

凸
特

記
事
項

・
BC
角

出
角

。
CD
角

出
角

・
裏

込
め

玉
石

・
出

角
の

石
材

は
サ

イ
コ

ロ
状

の
石

材
を
積

み
上

げ
て

い
る

。
落

と
し
積

み
の

部
分

が
あ

り
、
積

み
直

さ
れ

た
可

能
性

が
考

え
ら
れ

る



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

近
景

(東
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 慕 諄 図

調
査

年
月

03
/0
5/
14

調
査

者 渡
部

・
中

山

遺
構

番
号

中
門
南

側
石

垣
D面

 
石

垣
40
04
D

地
区

名

登
城

路

延
  

長

8.
8m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
7-
23
m

勾
  

配

86
°

-9
0°

石
 

材

割
石

、
自
然

石

積
み

方

落
と

し
積

み
、

乱
積

み

数
 

量

特
記

事
項

・
裏
込

め
玉

石
・
CD
角

出
角

・
DE
角

出
角

悧

現
 

状



遺
構

位
置

図

『 ヽ

図

遺
構

番
号

中
門
南

側
石

垣
E面

 
石

垣
40
04
E

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H7

延
 

長

3m

高
 

さ
(深

さ
)

07
m

石
 

材

割
石

、
自
然

石

積
み

方

1段
(下

半
は
土
中
の
た
め
、
段
数
不
明

)

数
 

量

3

西

こ
07
m

土
中
の
た
め

延
長
不

明

調
査

年
月

03
/0
5/
14

調
査

者 渡
部

・
中

山

全
景

(南
よ

り
)

全
景

(南
東

よ
り

)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 翠 諄 図

勾
  

配

現
 

状

特
記
事
項

・
DE
角

出
角

・
西

端
は
土

中
に

も
ぐ
る

た
め

延
長

不
明

。
段

数
不

明



遺
構

位
置

図
遺
構

番
号

下
馬

脇
石

垣
 

石
垣

40
05

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F7

延
 

長

27
.6
m

高
 

さ
(深

さ
)

0,
1-
0.
6m

遠
景

(北
東

よ
り

)

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

図

| 
  
  
 |

石
 

材

切
石

積
み

方

| 
  
 
  
|

数
 

量

32
 1
段

の
み

現
 

状

。
前

面
に
傾

い
て
い

る
石
材

が
あ

る
。
一
部

が
玉
石

混
じ

り
の
土
砂

で
埋

ま
っ
て
い

る

調
査
年

月

03
/C
15

/1
5

調
査

者 渡
部

・
中

山

日 ― 卜 　 鰈 雛 慕 諄 図

慾 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
西

30
m 
  
 2
5m
  
  
 2
1J
m 
  
 1
5m

02
mこ

土
砂

で
埋

没

X矢
穴

あ
る
石
材

西

特
記
事
項

・
矢
穴

あ
る
石
材

2石
。
前

面
に
倒

れ
こ
ん
で

い
る
石
材

が
あ

り
危

険
度
高

い
。
登

城
路
脇

の
石

組
側

溝
の
側

石
の

可
能
性

が
考

え
ら
れ

る



遺
構

位
置

図

『 ６

調
査
年

月

03
/0
5/
15

調
査

者 渡
部

・
中
山

遺
構

番
号

下
馬

平
場

石
垣
 

石
垣

40
06

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F7

延
 

長

11
.2
m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
3m

76
°

-8
0°

自
然

石

乱
積

み

75
(間

詰
め

石
16
石
)2
～

4段

・
東
側

で
根

が
か

ら
ん
で
い

る

特
記
事
項

・
裏

込
め

玉
石

0

習
木

現

全
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 誤 諄 図



遺
構

位
置

図
遠

景
(北

よ
り

)

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― （ 　 騨 離 慕 詳 図

図

調
査

者 渡
部

。
中

山

遺
構

番
号

沢
門

下
石

垣
 

石
垣

40
07

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G7

延
  

長

36
7m

高
 

さ
(深

さ
)

1～
3.
5m

勾
  

配

70
°

^ヤ
82
°

石
 

材

大
部
分
が
自
然
石
だ
が
割
石
が
わ
ず
か
に
混
じ
る

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

36
4

現
 

状

・
根

が
か

ら
ん

で
い

る
。
上

端
が

せ
り
出

し
て

い
る

特
記
事
項

・
表

面
ノ

ミ
加

工
8石

、
粗

い
ノ

ミ

加
工

1石
・
矢

穴
あ

る
も
の

2石
(計

測
で

き
る

も
の

で
、

間
口

9c
m、

深
10
cm
、

末
口

6c
m)

。
東

端
に

上
面

平
ら

な
1石

あ
り

(角
石

か
)

・
ド
リ
ル

で
空

け
た

よ
う

な
丸

い
穴

が
見

え
る

↓ 『

ｍ

ｒ ぱ 　 ２

▲ ８
０

７ 　 　 ｍ
18
m 
20
m

35
m

▲ ８
０

（ ８
２

o矢
穴
  

  
  

□
四
角
い
穴
あ
り

X表
面
ノ
ミ
加
工

〇

図

35
m

35
m

35
m 
21
m

兆

＞ ／



遺
構

位
置

図
全

景
(北

西
よ

り
)

近
景

(北
西

よ
り

)

傾
斜

の
状

況
(北

西
よ

り
)

日 ― ヽ 　 醇 爵 誤 麟 図

図

遺
構

番
号

沢
曲
輪

石
垣
 

石
垣

40
08

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G6

延
 

長

20
.2
m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
3～

1.
9m

勾
  

配

68
°

-7
8°

石
 

材

自
然

石
大
部
分

、
割
石

ま
じ
る

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

22
3 
6～

7段

現
 

状

・
良
好

特
記
事
項

・
裏
込

め
玉
石

・
石
材

表
面

に
ノ

ミ
加
工

あ
る

も
の

あ
り

・
下
半

で
傾

斜
が
変
化

す
る

I 
  
  
 X
表

面
ノ
ミ
加

工

前
面

/
下
半
40
cm
傾

糾
が
ゆ
る
や
か

調
査
年

月

03
/C
15
/2
2

調
査

者 渡
部

。
中

山



遺
構

位
置

図
全

景
(南

西
よ

り
)

近
景

(南
よ

り
)

近
景

(南
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 藤 諄 図

遺
構

番
号

清
水

門
北
側
石
垣
A面

 
石
垣
40
09
A

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

25
。
lm

高
 

さ
(深

さ
)

0,
3～

1.
4m

82
°

-8
6°

自
然
石

が
大
音
h分

、  
害
J石

ま
じ

り

乱
積

み

東

15
2m

調
査
年

月

03
/C
16
/0
2

調
査

者

中
山

11
5ア

三

特
記
事
項

0



遺
構

位
置

図

〇

全
景

(西
よ

り
)

日 ― （ 　 醇 雛 誤 諄 図

略

遺
構

番
号

清
水

門
北
側
石
垣
B面

 
石
垣
40
09
B

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

2.
5m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
6m

| 
  
  
 |

石
 

材

自
然

石
が

大
部

分
、

割
石

ま
じ

り

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

20

現
 

状

・
崩

れ
て

い
る

25
m

く と
＼ =ミ

【 正
三 己
3 
[0
6m

特
記

事
項

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図
全

景
(南

よ
り

)

角
石

の
矢

穴
(北

よ
り

)

図

遺
構
番

号

清
水

門
北
側
石
垣
C面

 
石
垣
40
09
C

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

2.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

01
9m

石
 

材

自
然

石
が
大

部
分

、
割

石
ま

じ
り

積
み

方

現
 

状

・
崩

れ
て

い
る

勾
  

配

数
  

量

特
記
事
項

獅 一 岬

ガ

[0
9m

調
査

者

日 ― ヽ 　 鮮 導 誤 諄 図



や

遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

角
石

(東
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 誤 さ 図

図

遺
構

番
号

清
水

門
北
側
石
垣
D面

 
石
垣
40
09
D

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

口
6

延
  

長

3.
Om

高
 

さ
(深

さ
)

1.
lm

勾
 

配

66
°

-7
6°

石
 

材

自
然

石
が
大

部
分

、
割
石

ま
じ

り

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

現
 

状

・
良
好

封
ヒ [れ

特
記
事
項

'C
D角

部
に

方
形

に
加

工
さ

れ
た

角
石

1石
あ

り
。

表
面

を
ノ

ミ
加

工
し
て

い
る

。
矢

穴
2ヶ

所
(幅

10
×

深
10
、

幅
9×

深
9

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図
全

景
(南

よ
り

)

図

遺
構
番
号

清
水

門
北
側
石
垣
E面

 
石
垣
40
09
E

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

4.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
3m

勾
 

配

80
°

石
 

材

自
然

石
が
大
音
呂分

、
害
J石

ま
じ

り

積
み

方

乱
積

み

数
  

量

24

現
 

状

・
良
好

却

特
記
事
項

調
査

年
月

調
査

者

日 ― ヽ 　 鰈 導 票 諄 図



ヽ

遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

角
部

(北
東

よ
り

)

南
端

部
(東

よ
り

)

日 ― ヽ 　 鰈 革 誤 諄 岡

遺
構
番
号

清
水

門
南
側
石
垣
A面

 
石
垣
40
10
A

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
  

長

20
.5
m(
天

端
13
.2
m)

高
 

さ
(深

さ
)

0.
8～

5,
8m

角
  

配

72
^-
76
°

石
 

材

自
然

石
主

体
、

割
石

混
じ
る

積
み

方

乱
積

み
、

一
部

落
し
積

み

数
 

量

83
8 
AB
角

10
段

10
石

、
築
石

82
8石

特
記
事
項

・
昭
和

39
年

の
新

潟
地
震

に
よ

り
崩

壊
し
、

昭
和

40
年

に
積

み
直

し
,コ

ン
ク

リ
ー

ト
や
排
水

パ
イ
プ
が

確
認

さ
れ

る
(天

端
は

コ
ン
ク

リ
ー

ト
で

固
め

ら
れ

て
い

る
)

・
角
石

に
ノ

ミ
加
工
有

り
。
昭
和

53
年

宮
城
県

沖
地
震

で
崩
壊

し
、

そ
の
後
積

み
直

し
▲
  
  
  

▲
  
  
  
  

▲
74
°
  
  
  
  
76
°

  
  
  
  
  
  
76
°

破
線

以
南

は
未

修
復

か
と
考

え
ら
れ

る
。

調
査

年
月

調
査

者



遺
構

位
置

図

日

珂

遺
構

番
号

清
水

門
南
側
石
垣
B面

 
石
垣
40
10
B

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

30
.l
m(
天

端
28
8m
)

石
 

材

自
然

石
主

体
、

割
石

ま
じ

り

積
み

方

乱
積

み

数
  

量

44
8 

築
石
の
み

(角
石
は
A面

に
含
む

)

特
記

事
項

・
西

端
部

が
崩

落

図

近
景

(北
よ

り
)

平
成

15
年

5月
26
日

地
震

に
よ
る
被

害
(北

よ
り

)

自 ― ヽ 　 鰈 雛 部 諄 図

勾
  

配

現
 

状

調
査
年

月
調

査
者



6

遣
橋

位
置

図
全

景
(北

東
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 誤 善 図

図

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
  

長

5.
5m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
2⌒

-2
.2
m

勾
  

配

79
°

^ヤ
86
°

石
 

材

自
然
石

が
大
部
分

、
割
石

ま
じ

り

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

44

現
 

状

。
良
好

調
査

年
月

03
/0
6/
02

調
査

者

中
山

特
記

事
項



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

全
景

(東
よ

り
)

図

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

4.
9m

高
 

さ
(深

さ
)

2.
1～

2.
2m

勾
  

配

78
°

や́
88
°

石
 

材

自
然

石
が
大
部

分
、
割
石

ま
じ

り

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

現
 

状

・
良
好

特
記
事
項

・
A、

C面
に
比

べ
て

石
材

が
や

や

小
さ
ヤヽ

幕

珂
 

〉加
▲ ８
８

▲ ８
０

▲ ７
８

調
査
年

月
調

査
者

日 ― ヽ 　 鰈 緯 騨 諄 図

瀾



遺
構

位
置

図
遺

構
番

号

清
水

門
井
戸
石
垣
C面

 
石
垣
40
1l
C

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H6

延
 

長

5.
Om

高
 

さ
(深

さ
)

α
5～

■
3m

幅 勾
  

配

84
～

88
°

石
 

材

自
然

石
が

大
音
Б分

、
害
J石

ま
じ

り

数
 

量

現
 

状

・
良
好

全
景

(南
西

よ
り

)

近
景

(南
よ

り
)

近
景

(南
よ

り
)

日 ― （ 　 鰈 雛 解 諄 図

図

捺

垣
  
 

正嚇
（ ８
４

（ ８
８

特
記

事
項

調
査
年

月
調

査
者



遺
構

位
置

図
全

景
(北

よ
り

)

全
景

(南
よ

り
)

北
側

崖
際

の
石

材
(南

よ
り

)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 部 洋 図

遺
構

番
号

時
太

鼓
石

垣
 

石
垣

40
12

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F6

延
  

長

4.
9m

高
 

さ
(深

さ
)

最
大

25
cm

平
面

や

割
石

特
記
事
項

・
石

間
に
小

さ
な
割

石
、

玉
石

が
少

量
あ

る
。
一

段
、

一
列

で
検

出
さ

れ
て

お

り
,数

段
あ

る
か

ど
う
か

は
不

明
・

西
端

は
木

根
が

石
を
抱

い
て

い
る

。
平

場
北

側
の
崖

際
に

は
自
然

石
が

点
在

し
て

い
る

調
査

者



遺
構

位
置

図

0 〇

調
査

年
月

03
/C
15
/2
1

調
査

者 渡
部

・
中

山

遺
構

番
号

沢
門
東

側
土

塁
 

土
塁

40
01

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G7

延
  

長

38
m(
斜

距
離

)

高
 

さ
(深

さ
)

03
～

13
m

幅

20
-5
8m

特
記
事
項

・
西

が
高

く
東

が
低

い
。
沢

門
近

く
で
段

が
あ

る

図

全
景

(東
よ

り
)

全
景

(東
よ

り
)

全
景

(西
よ

り
)

日 ― （ 　 鰈 雛 誤 諄 図

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状

38
m

A障
_二

型
_引

B一

虹 �
＼
ギ

05
m王

…

情
こ ら

hご

c卜
二

里
引

DF
重

空
均



遺
構

位
置

図

略

遺
構

番
号

沢
門
南

側
土

塁
 

土
塁
40
02
(1
)

地
区

名

登
城

路

延
  

長

96
m(
崩

れ
た
部
分

も
含

む
)

高
 

さ
(深

さ
)

0.
4～

15
m

幅

上
端

:0
8～

3.
9m
 
下
端

:2
.5
～

10
9m

現
 

状

・
途

中
、

約
15
m崩

れ
て

い
る

特
記

事
項

・
土

塁
の
登

城
路

反
対

側
は
、

大
部

分
が

自
然

地
形

の
ガ

ケ
(急

斜
面

)

と
な

っ
て

い
る

近
景

(北
西

よ
り

)

遠
景

(西
よ

り
)

遠
景

(南
よ

り
)

調
査
年

月

03
/0
6/

10

調
査

者

中
山

日 ― ヽ 　 騨 爵 誤 ド 図

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

0



や や

遺
構

位
置

図

延
  

長

高
 

さ
(深

さ
)

遺
構

番
号

沢
ノ

P]
南

側
=上

遇き
 t
J五

40
02
(2
)

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F6
、
 G
6、

 G
7

近
景

(北
西

よ
り

)

近
景

(北
西

よ
り

)

近
景

(北
西

よ
り

)

日 ― ヽ 　 鰈 淳 慕 諄 図

南
  
09
m 
o9
m

A~

西

C

06
m金

Bk
_望

生
咀
_*
即

望
■
)

特
記

事
項

調
査
年

月

03
/0
6/

10

調
査

者

中
山



遺
構

位
置

図
近

景
(南

よ
り

)

近
景

(南
よ

り
)

遺
構

番
号

沢
門
南

側
土

塁
 

土
塁
40
02
(3
)

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F6
、

G6
、

G7

図

延
 

長

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

F卜
十

~二
聖

十
~米

~十
~生

堕
十

~】
 

東

ll
, F串 砂
排

E

数
 

量

現
 

状

特
記

事
項

日 ― ヽ 　 鰈 雛 部 諄 図

調
査
年

月

03
/0
6/
10

調
査

者

中
山

や



遺
構

位
置

図
近

景
(北

よ
り

)

近
景

(南
よ

り
)

屈
曲
部

(西
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 灘 誤 麟 図

図

遺
構

番
号

中
門
北

側
土

塁
 

土
塁
40
03
(1
)

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H7
、

 1
7

延
  

長

53
.7
m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
6-
0.
9m

幅

3.
0～

40
m

現
 

状

・
南

部
で

一
部

崩
れ

て
い

る

特
記

事
項

。
東
側

は
自
然

の
傾

斜
地

と
な
る

・
周
辺

に
瓦

が
散

乱
し
て
い

る

α 純 造
火

35
m

06
m

α 乾

調
査
年

月

03
/0
6/
02

調
査

者

中
山

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図

高
 

さ
(深

さ
)

石
 

材

近
景

(北
よ

り
)

遺
構

番
号

中
門
北

狽
I土

塁
 

土
塁
40
03
(2
)

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

H7
、

 1
7

図

積
み

方

数
 

量

現
 

状

特
記
事
項

日 ― ヽ 　 鰈 雛 票 麟 図

調
査

者

中
山

0



0

遺
構

位
置

図
遠

景
(北

西
よ

り
)

全
景

(南
よ

り
)

散
乱

す
る
石
材

日 ― ヽ 　 鰈 緯 誤 詳 図

図

遺
構
番

号

下
馬

平
場
 

平
場

40
01

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F7

延
 

長

36
m

幅

12
m

現
 

状

・
東

端
に
土

砂
流

入

特
記
事
項

・
転

石
あ

り
(矢

穴
)

・
瓦
が
散

乱
し
て
い

る

調
査

者 渡
部

・
中

山

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図
全

景
(西

よ
り

)

全
景

(西
よ

り
)

全
景

(東
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 誤 詳 図

清
水

門
南

側
石

垣

遺
構

番
号

沢
曲
輪

平
場
1 

平
場

40
02

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G6
、

G7
、

H6

延
 

長

69
m

幅

6.
5^
マ
18
m

特
記
事
項

・
西
側

に
高

0.
5m
の

段
が

あ
る

。
南

の
崖

際
か

ら
の
湧
水

が
あ

る

図

調
査
年

月

03
/0
5/

22

調
査

者

渡
都

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

0 悧



遺
構

位
置

図

0

遺
構
番

号

沢
曲
輪

平
場
2 

平
場

40
03

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G6

延
  

長

27
m

幅

20
^-
27
m

・
北

側
縁

辺
部

に
瓦

多
い

(大
型

の

桟
瓦

)

図

調
査

年
月

03
/t
15
/2
2

調
査

者

渡
部

遠
景

(西
よ

り
)

全
景

(西
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

日 ― ｛ 　 鰈 爵 誤 洋 図

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状



遺
構
位

置
図

遠
景

(西
よ

り
)

近
景

(東
よ

り
)

近
景

(西
よ

り
)

日 ― （ 　 鰈 雛 串 諄 図

略

調
査

者

渡
部

遺
構
番
号

沢
曲
輪

平
場
3 

平
場

40
04

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G6

延
 

長

44
m

幅

14
～
30
m

特
記
事
項

・
湧
水

あ
り

・
建
物

基
礎

あ
り
→

亜
炭

鉱
施

設

高
 

さ
(深

さ
)

積
み

方

数
 

量

0 や



遺
構

位
置

図

〇 〇

遺
構

番
号

沢
曲
輪

平
場
4 

平
場

40
05

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G6
、

F6

延
 

長

24
m

| 
  
  
 |

幅

全
景

(東
よ

り
)

全
景

(西
よ

り
)

亜
炭

坑
道

(北
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 慕 苫 図

略

22
m

特
記
事
項

・
亜

炭
坑

道
あ

り
・
亜

炭
採

掘
の

た
め

に
新

た
に
つ

く
ら
れ

た
平

場
の
可

能
性

が
高

い

調
査

年
月

03
/0
5/

22

調
査

者

渡
部

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
  

量

現
 

状



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

全
景

(西
よ

り
)

大
形

石
材

(南
東

よ
り

)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 誤 諄 図

図

遺
構

番
号

イ青
ガ
(F
]】

ヒ
偵
J 

耳
二 '易

40
06

地
区

名

登
城

路

地
区
番
号

H6

延
 

長

15
5m

幅

4.
7-
70
m

特
記
事
項

・
礎

石
の

可
能

性
の
考

え
ら
れ

る
大

形
石

材
が

あ
る

調
査
年

月

03
/0
6/
02

調
査

者

中
山

〇

高
 

さ
(深

さ
)

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状



｝ 〇 や

遺
構

位
置

図
全
景

(北
西

よ
り

)

全
景

(南
東

よ
り

)

遠
景

(南
東

よ
り

)

日 ― ヽ 　 鰈 爵 誤 さ 図

遺
構
番
号

造
酒

屋
敷

平
場
 

平
場

40
07

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

G5
、

G6
、

H6

延
  

長

10
8m

幅

21
～

35
m

・
山
側

で
湧

水
あ

り

調
査
年

月

03
/0
6/

11

調
査

者

中
山

高
 

さ
(深

さ
)

特
記
事
項

・
湿

つ
た
土

地
で

あ
り
、

平
場

脇
の

排
水

口
に

は
絶

え
ず
水

が
流

れ
出

て
い

る
。
山
側

の
地
域

は
地
盤

が
悪

い
よ

う
で
、
土
砂

崩
れ
が

あ
る
。

さ
ら
に

注
意

す
る
必

要
が

あ
る



遺
橋

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

全
景

(東
よ

り
)

全
景

(東
よ

り
)

日 ― （ 　 鰈 灘 誤 さ 図

遺
構

番
号

井
戸

40
01

地
区

名

登
城

路

延
 

長

1.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
6m

幅

l.
2m

石
 

材

自
然

石
、
一
部

割
石

あ
り

数
 

量

11
 
東
辺

:9
石
 
南
辺

:1
石
 
北
辺

:1
石

現
 

状

・
良
好

特
記

事
項

・
石
垣

40
11
に

囲
ま
れ

て
お

り
、

中
央
部

か
ら
南

西
に
寄

つ
た

と
こ
ろ

に
あ

る
。
現

在
は
埋

ま
っ

た
状

態
に

あ
る

(若
干
残
存

)

・
水

は
少

し
あ

る

図

調
査

者

中
山

勾
  

配

積
み

方

〇



岸 〇 ヽ

遺
構

位
置

図
全

景
(西

よ
り

)

全
景

(南
東

よ
り

)

近
景

(東
よ

り
)

日 ― ヽ 　 鰈 雛 票 諄 図

遺
構

番
号

見
付

塀
脇

石
組

側
溝
 

石
組

40
01

地
区

名

登
城

路

地
区
番

号

F6

延
  

長

9.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
15
-0
.6
m

幅

上
端
::
14
～

1,
7m
 
下
端

:0
.6
～

0,
7m

切
石

39
 
北
側
列

1大
12
、
小
3 
南

lm
l列

1大
13
、
小

11

・
枯
葉
等
に
よ
り
か
な
り
埋
ま
っ
て
い
る

。
溝

の
中

を
、
木
柵

が
通

つ
て
い

る

特
記
事
項

,西
か

ら
5m
程

の
石

材
が

、
内

側
に
崩

れ
て

い
る

現

調
査
年

月

03
/C
16

/1
1

調
査

者

中
山



御裏林地区
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遺
構

位
置

図

〇 6

図

遺
構

番
号

貯
水

漕
石

垣
A面

 
石

垣
lA

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

E8

延
 

長

49
m

高
 

さ
(深

さ
)

4.
9m

幅

0.
4～

1.
8m

勾
  

配

80
°

、 
86
°

石
 

材

自
然

石
、
表
面

加
工

あ
り

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

現
 

状

。
東
端

崩
れ

て
い

る

・
表

面
|こ
粗

Vヽ
ノ

ミ
カ
H工

と
糸円

か
セヽ

ノ
ミ
加

工
あ

り
・
AB
角

出
角

・
東

端
地

山
ス

リ
付

け
・
裏

込
め
玉

石

45
m 
  
  
04
m

崩
れ
て
い
る

1再
It
肘

~~
~~
~―

―
―
斗
引

調
査

者

渡
部

全
景

(北
西

よ
り

)

近
景

(北
よ

り
)

AB
角

部
(北

西
よ

り
)

日 ― 鯨 　 強 削 幹 諄 図



遺
構

位
置

図
近

景
(西

よ
り

)

近
景

(西
よ

り
)

図

調
査

者

渡
部

遺
構

番
号

貯
水

漕
石
垣
B面

 
石
垣

lB

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

E8

延
 

長

4m

高
 

さ
(深

さ
)

0,
7～

1.
8m
(比

高
3.
6m
)

勾
  

配

77
°

、 
80
°

石
 

材

自
然

石
、

一
部

に
表

面
加

工

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

現
 

状

・
南

端
の

上
端

が
せ

り
出

し
て

い
る

特
記
事
項

。
表

面
に
粗

い
ノ

ミ
加
工

・
AB
角

出
角

・
BC
角

、
入
角

・
裏

込
め
玉
石

南

こ0
7m

日 ｌ ｕ 　 ｅ 削 耕 諄 図

〇 ¬



遺
構

位
置

図

〇

遺
構
番
号

貯
水

漕
石
垣
C面

 
石
垣

lC

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

E8

延
 

長

3.
4m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
7-
ヤ
1,
7m

勾
 

配

98
°

(せ
り
出

し
て
い

る
)

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

現
 

状

・
手

前
に
せ

り
出

し
て

い
る

・
中
央

上
端

に
排

水
管

が
あ

り
、
積

み
直

さ
れ

て
い

る

全
景

(北
よ

り
)

排
水

溝
(北

よ
り

)

日 ― り 　 ０ 洲 耕 諄 図

図

西

件
埜

豊
生

到
 /
'/
排

水
溝

調
査

年
月

03
/0
5/
20

調
査

者

渡
部

特
記
事
項

。
BC
角

、
入

角
。
CD
角

入
角

・
BC
角

部
に
土

砂
流

入
、

か
な

り
埋

ま
っ

て
い

る
・

中
央

の
排

水
管

は
、
コ

ン
ク

リ
製

、
上

部
に
別

な
石

で
練

積
み

の
積

み

直
し



遺
構

位
置

図
近

景
(東

よ
り

)

近
景

(東
よ

り
)

矢
穴
?(
東

よ
り

)

日 ― ∽ 　 谷 � 耕 諄 図

図

遺
構
番
号

貯
水

漕
石

垣
D面

 
石

垣
lD

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

E8

延
  

長

5.
6m

高
 

さ
(深

さ
)

07
～

1.
7m

勾
  

配

80
°

、 
82
°

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

28

調
査
年

月

03
/0
5/

20

調
査

者

渡
部

ド 〇 〕

南

,抜
t)

砂
7m

特
記
事
項

・
矢

穴
ら

し
い

穴
あ

り
(幅

7 
cl
a、

深
3c
m)

。
CD
角

入
角

。
DE
角

出
角

・
裏
込

め
玉
石



遺
構

位
置

図

〇

遺
構

番
号

貯
水

漕
石

垣
E面

 
石

垣
lE

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

E8

延
 

長

4.
3m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
7m

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
東

よ
り

)

石
材

表
面

の
ノ

ミ
加

工
(北

よ
り

)

日 ― 斡 　 ご 削 勢 諄 図

略

勾
  

配

88
°

石
 

材

自
然

石
、
一
部

に
表
面
加
工

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

現
 

状

,東
端

崩
れ

て
お

り
、

せ
り
出

し
て

い
る

特
記
事
項

・
表

面
に
細

か
い

ノ
ミ
加

工
あ

る
石

材
2石

・
DE
角

、
出

角
・
西

端
地

山
す

り
付

け
・
裏

込
め

玉
石

調
査

年
月

03
/0
5
/2
0

調
査

者

渡
部

那 妨



遺
構

位
置

図
全

景
(北

西
よ

り
)

近
景

(北
西

よ
り

)

遠
景

(西
よ

り
)

日 ― り 　 書 � 軒 麟 図

遺
構

番
号

本
丸
北
西
壁
下
石
垣
A面

 
石
垣
2A

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

F7

延
 

長

2.
2m

高
 

さ
(深

さ
)

04
～

lm

自
然

石

乱
積

み

15
 2
～

3段

・
根

が
か

ら
む

・
石

が
抜

け
て

い
る

・
前

面
せ

り
出

し

特
記

事
項

・
裏
込

め
玉
石

現

調
査
年

月

03
/C
15
/2
1

調
査

者 渡
部

・
中

山

身 東
北

-

南
西

,0
4m

&7
�



遺
橋

位
置

図

や

北
南

南
西

遺
構

番
号

本
九

北
西
壁

下
石

垣
B面

 
石
垣
2B

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

F7

延
 

長

4.
5m

高
 

さ
(深

さ
)

2m 自
然
石
 

主
体

、
割
石

混
じ
る

乱
積

み

36
 3
～

4段

・
根

が
か

ら
む

・
前

面
へ

せ
り
出

し
て

い
る

特
記
事
項

・
矢

穴
あ

る
割

石
矢
穴
①
一
間
口

7・
末
日

3.
5・

深
7.
5

矢
穴
②

-7
・

4・
7.
5

矢
穴
③

7.
5。

×
・
×

・
粗
い
表
面
加
工

1石
・
刻
印
「
○
」
径

15
cm

・
AB
角

鈍
角
の
出
角

・
裏
込

め
玉
石

現

調
査
年

月

03
/C
15

/2
1

調
査

者 渡
部

・
中

山

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
西

よ
り

)

日 ― い 　 ０ 川 募 諄 図



遺
橋

位
置

図

図

遺
構

番
号

本
丸
北
西
壁
下
石
垣
C面

 
石
垣
2C

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

F7

延
  

長

5m

高
 

さ
(深

さ
)

■
6m

幅 l 
  
  
 l

勾
 

配

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

23
 3
～

4段

現
 

状

・
根

が
か

ら
ん

で
い

る
。
石

が
抜

け
て

い
る
、

せ
り
出

し
て

ヤヽ
る

特
記
事
項

・
裏
込

め
玉

石
・
AB
角

鈍
角

出
角

全
景

(北
西

よ
り

)

近
景

(北
西

よ
り

)

遠
景

(北
西

よ
り

)

北
東

南
西

根
に
か
ら
ま
れ
た
奥
に
も
石
材
あ
り 調

査
者 渡

部
・
中
山

日 ― ぬ 　 武 削 軒 詳 図



遺
構

位
置

図

ヽ

北
東

南
西

卜

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

F7

延
 

長

2.
7m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
3m

自
然

石

乱
積

み

19
 2
～

3段

。
根

が
か

ら
ん

で
い

る
。
石

が
抜

け
て

い
る
、
前

面
に
せ

り
出

し
て

い
る

特
記

事
項

・
裏

込
め

玉
石

現

調
査
年

月

03
/0
5/

21

調
査

者 渡
部

・
中

山

全
景

(北
西

よ
り

)

近
景

(北
西

よ
り

)

側
面

(北
東

よ
り

)

自 Ｉ Ｇ 　 § � 芽 諄 図



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

近
景

(東
よ

り
)

木
材

の
状

況
(南

よ
り

)

日 ― り 　 ０ 川 辞 諄 図

図

遺
構

番
号

御
清

水

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D9

現
 

状

・
コ

ン
ク

リ
施

設
あ

り
・
湧

水
あ

り

特
記
事
項

・
図

の
部

分
に
木

材
あ

り

調
査
年

月

03
/0
5/
23

調
査

者 渡
部

・
中

山

延
 

長

高
 

さ
(深

さ
)

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図

6

図

遺
構

番
号

御
清

水
石

垣
A面

 
石

垣
3A

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D9

延
 

長

1l
m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
lm

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
 

量

44
段

∫ Ａ
西
 F
―

上
里
―
引
 

東

調
査
年

月

03
/C
15
/2
3

調
査

者 渡
部

。
中

山

全
景

(南
東

よ
り

)

近
景

(南
よ

り
)

日 ｌ ｕ 　 ｄ 洲 斗 ド 図

勾
  

配

現
 

状

特
記

事
項



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)
遺
構

番
号

御
清
水

石
垣
B面

 
石
垣
3B

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D9

延
 

長

1.
lm

高
 

さ
(深

さ
)

0.
6m

自
然

石

乱
積

み

72
段

調
査
年

月

03
/C
15
/2
3

調
査

者 渡
部

。
中

山

ド ド ↓

南 α
61
nl

特
記

事
項

日 ― い 　 Ｏ � 事 麟 図



遺
構

位
置

図

調
査
年

月

03
/0
5/
23

調
査

者 渡
部

・
中

山

遺
構

番
号

御
清
水

石
垣
C面

 
石
垣
3C

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D9

延
 

長

1.
7m

高
 

さ
(深

さ
)

1.
4m

石
 

材

自
然

石

積
み

方

乱
積

み

数
  

量

10
 2
段

特
記
事
項

・
A、

B面
に
比

べ
、

小
さ

く
九

い

石
を
使

用
し
て

い
る

図

全
景

(南
よ

り
)

日 ― ぬ 　 ０ 川 耕 さ 図

勾
  

配

現
 

状

西

17
m

ｍ

下 ― ― ― ― ― ― 立



遺
構

位
置

図
遺
構

番
号

切
通

堀
切
 

堀
切

1

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D9

延
  

長

約
55
m

高
 

さ
(深

さ
)

西
側

:1
6m
 
東
狽
J:
18
m

幅

上
端

:4
9m
 
下
端

:6
m

全
景

(南
よ

り
)

西
斜

面
(東

よ
り

)

全
景

(北
よ

り
)

電
  
}m

現

・
下

端
部

分
は
市

道
と

し
て
利

用
さ

れ
て

い
る

調
査
年

月

03
/C
15

/2
8

調
査

者

中
山

日 ― ∽ 　 誉 削 芸 諄 図

略

特
記
事
項

特
記

事
項

・
堀

切
の
東

側
に

は
、

入
る

こ
と
が

出
来

な
い

た
め

、
レ
ー

ザ
ー
測

量

及
び
、

地
図

上
の
測

量
と

し
た

。
道

路
と

し
て
利

用
さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ
以

外
の
状

態
は

良
好

と
考

え

ら
れ

る

0



ド や 〇

遺
構

位
置

図
遺

構
番

号

堀
切
2 

】
ヒ
半

(1
)

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D1
0

延
 

長

61
m

高
 

さ
(深

さ
)

4,
0^
ヤ
6.
lm

幅

上
端

:1
1.
9～

17
.l
m 

下
端

:1
.8
～

2.
4m

現
 

状

・
南
端
は
道
路
の
造
成
時
に
消
失
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
そ
の
他
は
良
好
。

・
雑
木
林
、
笹
薮
と
な
っ
て
お
り
、
視
界
は
良
く
な
い
。

特
記
事
項

・
西

側
よ

り
も
ラ 種

恨
〕が

F寄
ヤ`

・
山

の
尾

根
部

分
を
切

つ
て

い
る

。
中
央

部
分

に
土

橋
状

高
ま

り
が

あ
る

全
景

(北
東

よ
り

)

近
景

(北
よ

り
)

全
景

(南
東

よ
り

)

日 ― い 　 ご 洲 勢 諄 図

略

A倖
__
__
型

壁
4-
一

__
_引

調
査
年

月

03
/0
5/

28

調
査

者

中
山

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図
土

橋
状

高
ま

り
(北

西
よ

り
)

土
橋

状
高

ま
り

(北
西

よ
り

)

土
橋

状
高

ま
り

(南
東

よ
り

)

日 ― り 　 ０ 削 勢 諄 図

遺
構

番
号

堀
切
2 

】ヒ
半

(2
)

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D9

図

延
  

長

高
 

さ
(深

さ
)

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

西 B ,m

東
数

 
量

現
 

状

特
記
事
項

調
査

年
月

03
/C
15
/2
8

調
査

者

中
山

や



遺
構
位

置
図

ド 〕 や

調
査

年
月

03
/0
6/
06

調
査

者 渡
部

・
中

山

遺
構
番

号

堀
切
2 

南
半

(1
)

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

C1
0

延
  

長

41
Jm

高
 

さ
(深

さ
)

1.
3～

3.
4m

幅

10
.5
m

現
 

状

。
中

間
部

が
埋

め
ら
れ

道
と
な

っ
て

ヤヽ
る
。

・
ゴ

ミ
が

散
乱

し
て

い
る

特
記
事
項

特
記

事
項

。
東

岸
が

土
塁

状
に
高

ま
る

。
西

岸
は
地

形
図

で
土

塁
状

に
示

さ
れ

て
い

る
が

、
現

地
形

で
は
明

瞭
で

は
な

い
・
南

端
は
竜

の
ロ
ヘ

落
ち
込

む

図

・
ヽ

酢
m

十

遠
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― り 　 ０ 洲 耕 諄 図

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図
東
岸

の
高

ま
り

(北
西

よ
り

)

西
岸

方
向

(北
東

よ
り

)

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

C9

図

1 
3r
n

串

調
査
年

月

03
/0
6/
10

調
査

者 渡
部

・
中

山

延
  

長

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状

特
記
事
項

日 ― り 　 谷 洲 勢 麟 図

や



ド や ヽ

遺
構

位
置

図
近

景
(北

西
よ

り
)

近
景

(北
西

よ
り

)

日 ― り 　 武 洲 妥 諄 図

図

遺
構

番
号

堀
切
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】
ヒ
半

(1
)

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D1
4、

E1
4

延
  

長

76
m

高
 

さ
(深

さ
)

1,
8-
3.
3r
n

幅

6.
6-
8.
4m

現
 

状

・
良
好

特
記

事
項

・
東

側
が

高
く
な

っ
て

い
る

。
北

端
は

そ
の

ま
ま

自
然

の
沢

に
つ

な
が

る
。
断

面
A付

近
が

一
番

高
く
、

北
に

向
か

っ
て
傾

斜
し
て

い
る

D←
~二

堕
~_
引

D8
m

A件
―

型
勁

吐
_司

27
m

調
査

年
月
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15
/2
8

調
査

者

中
山

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図

高
 

さ
(深

さ
)

遺
構
番
号

堀
切

3 
1ヒ

半
(2
)

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D1
3、

D1
4、

E1
4

近
景

(北
西

よ
り

)

近
景

(北
西

よ
り

)

日 ― ぬ 　 ご � 勢 苫 図

調
査
年

月

03
/C
15
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8

調
査

者

中
山

や



ド ｐ ６

遺
構

位
置

図

延
 

長

高
 

さ
(深

さ
)

遺
構

番
号

堀
切
3 

】ヒ
半

(3
)

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D1
3、

D1
4、

E1
4

遠
景

(南
東

よ
り

)
日 ― り 　 Ｏ � 群 諄 図

特
記
事
項

調
査
年

月

03
/C
15

/2
8

調
査

者

中
山



遺
構

位
置

図
近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

中
間

の
埋

没
箇

所
(東

よ
り

)

日 ― り 　 ０ 洲 耕 諄 図

調
査
年

月

03
/C
16
/0
5

調
査

者 中
山

。
伊

藤

遺
構
番

号

堀
切
3 

南
半

(1
) 

北
部

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

C1
4、

D1
4

延
 

長

12
0m

高
 

さ
(深

さ
)

07
～

54
m

幅

5～
16
.3
m

・
笹

が
多

い
・
一
部
埋

没
し
て
い

る

特
記

事
項

・
南

に
向

か
っ

て
急

傾
斜

で
あ

る

東

―

28
m 
08
m

-5
m

予 靴 東
Dz
寧

亜
三
二
再
栗
正
三
三
乳

や 悧



遺
構

位
置

図

や

遺
構
番
号

堀
切
3 

南
半

(2
) 

中
央

部

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

C1
4、

D1
4

高
 

さ
(深

さ
)

5,
4m
 (
D)

幅

16
3m
 (
D)

図 D―

中

0つ
m

調
査

者 中
山
・
伊

藤

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― い 　 ０ 洲 幹 諄 図

延
 

長

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状

特
記
事
項



遺
構

位
置

図

調
査
年

月
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09

調
査

着

中
山

遺
橋

番
号

堀
切
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南
半

(3
)南

部

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

C1
4、

延
  

長

| 
  
 
  
|

幅 | 
  
  
 |

石
 

材

特
記
事
項

。
南

端
部

の
南

側
は

、
そ

の
ま

ま
渓

谷
と
な

る

近
景

(北
よ

り
)

近
景

(北
よ

り
)

図

岸 や ０

積
み

方

西
G梨

部
東 　 　 ｍ

と

I口
挙
十
一
望
生
~―

→

数
 

量

日 ― 頓 　 § 洲 幹 き 図



遺
構

位
置

図
全

景
(東

よ
り

)

全
景

(東
よ

り
)

日 ― り 　 § 削 妥 詳 図

遺
構

番
号

堀
切
4(
1)

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D1
0、

Dl
l

延
  

長

75
m

高
 

さ
(深

さ
)

2.
9-
3.
5m

幅

11
.0
-1
4,
8m

現
 

状

・
遊

歩
道

と
し
て
使

用
さ
れ

て
い

る

特
記
事
項

・
堀

底
は
平

坦
で

あ
り
、
東
西

端
で

沢
に
接

す
る

図

調
査
年

月

03
/0
6/
05

調
査

者 中
山

・
伊

藤

角
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量



遺
構

位
置

図
近

景
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よ
り

)
遺

構
番

号

堀
切
4(
2)

地
区

名

御
裏
林

略

】ヒ
  
 A

l.
51
nX

南
m

調
査
年

月
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6/
t1
5

調
査

者 中
山

・
伊

藤

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状

特
記

事
項

日 ― り 　 書 � 耕 麟 図
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遺
構

位
置

図
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景
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西
よ

り
)

全
景

(北
よ

り
)

全
景

(南
東

よ
り

)

日 ― 頓 　 武 洲 妥 諄 図

調
査
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月
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7/
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調
査

者

渡
部

遺
構

番
号

堀
切

5

地
区
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御
裏
林

地
区
番

号

G9

延
 

長

10
m

高
 

さ
(深

さ
)

2m

幅

7.
5m

現
 

状

・
草

木
繁

る

特
記

事
項

・
尾

根
を
切

っ
て
い

る
。
北
東
側

の

高
ま

り
が
約

30
cm
と

低
い
の
で
単

に
段

切
り
な
の
か

も
し
れ

な
い
が

一
応

堀
切

と
し
て
お

く

勾
 

配

石
 

材

積
み

方

図

数
 

量



遺
構

位
置

図
全

景
(西

よ
り

)

全
景

(北
よ

り
)

図

調
査

者

渡
部

遣
構

番
号

堀
切

6

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

G8

延
 

長

5m

高
 

さ
(深

さ
)

0.
6m

幅

3.
5-
4.
5コ

n

現
  

状

・
草

木
繁

る

特
記
事
項

・
ご

く
浅

い
も
の

だ
が
、
尾
根

線
を

切
る
形

な
の
で
掘
切

と
し
た

。
道

が
あ

る
た
め
、
改

変
さ
れ

て
い

る
よ
う
で
、
本

来
の
地
形

は
判

断
し
に

く
い

・
不

整
形

で
あ

る
が
、
広

い
方

と
狭

い
方

の
ど
ち

ら
が
本

来
の
形

か
分

か
ら
な
い

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量
剪 ｄ 十
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土
塁

1

地
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林

地
区
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長
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m
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)

■
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22
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幅

9.
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13
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石
 

材

現
 

状

・
樹

木
・
笹

繁
り
見

通
し
が

き
か

な
セヽ

特
記
事
項

・
v1
00
0地

形
図

に
示

さ
れ

て
い

る
ほ

ど
は
南

端
が

は
っ

き
り

し
な

い

南
端

部
(南

東
よ

り
)

中
央

部
(南

よ
り

)

北
端
菩
Ь

(】
ヒ
よ

り
)

日 ― リ 　 ゴ � 幹 詳 図

図

調
査
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査
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山
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伊
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積
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方

24
m 
  
 7
m 
 

東

13
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遺
構
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り
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近
景
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よ
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調
査
年

月

03
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15
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調
査

者

中
山

遺
構

番
号

土
塁

2

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D1
0

延
  

長

21
m

高
 

さ
(深

さ
)

0,
7-
41
m

幅

4m
～

7.
5m

現
 

状

・
良
好

特
記
事
項

・
山
道

を
作

る
際

に
削

ら
れ

て
土

塁

状
に
見

え
る
可

能
性

も
あ

る
が

、

堀
切

に
隣
接

す
る

た
め

遺
構

と
理

解
し
た

ド い り

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

図

数
 

量

B

lm
l C

09
m互

出

罪

証
07
m

08
m

田

/⌒
＼

＼
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lm

競

日 ― ∽ 　 ご 削 勢 諄 図



6

遺
構

位
置

図
近

景
(北

よ
り

)

近
景

(北
よ

り
)

日 ― い 　 誉 削 幹 諄 図

遺
構

番
号

土
塁
3(
1)

地
区

名

御
裏

林

81
.5
m

高
 

さ
(深

さ
)

西
側

i1
8～

29
m 

東
側

:0
.1
～

1,
Cl
m

幅

上
端

:0
5～

3.
6m
 
堀
側
か
ら

:5
18
～

7,
6m

反
対
側
か
ら

ia
.l
lm
～
38
m

・
良
好

・
橋

か
ら
南

に
8～

10
m間

の
部

分
が

欠
け

て
い

る

調
査

者 渡
部

。
中

山中̈

特
記

事
項

・
遊

歩
道

で
一

部
削

ら
れ

た
と
考

え
ら
れ

る
・

遊
歩

道
の

歩
道

の
部

分
の

上
塁

は
、

造
成

時
に
壊

さ
れ

た
と
考

え
ら
れ

る



遺
構

位
置

図
近

景
(北

東
よ

り
)

遺
構
番
号

土
塁
3(
2)

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

D1
3

高
 

さ
(深

さ
)

略

西 　 Ｂ 　 ィ ー ー ー ー ー ー ー ー 並

騨

仰

調
査
年

月

03
/0
6/
C1
3

調
査

者 渡
部

・
中

山

ド ω ↓

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

現
 

状

日 ― り 　 ど 削 募 諄 図



遺
構

位
置

図

調
査

年
月

03
/C
16
/0
3

調
査

者 渡
部

・
中

山

遺
構

番
号

土
塁
3(
3)

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

E1
4

延
 

長

81
.5
m

特
記

事
項

図

近
景

(北
西

よ
り

)
日 ― り 　 誉 � 軒 麟 図

高
 

さ
(深

さ
)

勾
  

配

石
 

材

積
み

方

数
 

量

東 10
4m

『 中

現
 

状



遺
構

位
置

図
近

景
(南

よ
り

)

図

遺
構

番
号

土
塁

4

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D1
4

延
 

長

24
.5
m

高
 

さ
(深

さ
)

西
側

:0
.6
～
13
13
m 

東
側

:2
.O
m

幅

上
端

:0
,9
～

1.
Om
 
堀
側
か
ら

i5
.0
～

6.
4m

反
対
側
か
ら

i3
.2
～

5,
3m

| 
  
  
 |
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数
 
量

現
 

状

・
良
好
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ユ

皇
・

ホ
聖

‰

B

特
記
事
項

調
査
年

月
調

査
者

日 ― り 　 ０ 洲 募 ド 図

0



ド ヽ 〇

遺
構

位
置

図
近

景
(西

よ
り

)

近
景

(西
よ

り
)

遠
景

(東
よ

り
)

日 ― 頓 　 § 洲 妥 諄 図

遺
構

番
号

土
塁

5

地
区

名

御
裏

林

地
区
番

号

D1
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Dl
l

延
 

長

21
m

高
 

さ
(深

さ
)

05
～

lm
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～
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4～
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0

謡
τ  
  

}h
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事
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遺
構

位
置

図
遺
構
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号

土
塁

6

地
区

名

御
裏
林

地
区
番

号

G8

延
  

長

7m

高
 

さ
(深

さ
)

06
m

近
景

(南
西

よ
り

)

近
景

(南
西

よ
り

)

近
景

(北
東

よ
り

)

略

| 
  
  
 |

| 
  
  
 |

積
み
方

0 ・
草

木
繁

る
、

土
手

上
に
大

木
あ

り

特
記
事
項

。
土

塁
の
形

状
に
両

脇
が

削
ら
れ

て
い

る
遺

構
①

南
は

す
ぐ
脇

が
道

、
北

は
斜

面
で

あ
る

∠
＝ 川 汁

現

調
査
年

月

03
,0
7/
t1
2

調
査

者

渡
部

日 ― り 　 ０ 削 募 詳 図
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幅

2m



遺
構

位
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調
査
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構
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場
 
平
場

1
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御
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区
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|
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|
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|

数
 
量

現
 

状

・
良
好

・
ゴ

ミ
散
乱

特
記
事
項

・
貯

水
槽

の
前

面
に
広

が
る
不

整
形

の
平

場
・
大

深
沢

に
面

す
る

・
石

垣
石

材
が

散
乱

し
て

い
る

。
地

形
図

と
比

べ
る

と
、

沢
の
侵

食
が

進
ん

で
い

る
。

全
景

(東
よ

り
)

全
景

(東
よ

り
)

日 ― り 　 ０ 削 軒 諄 図

略
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崩
壊
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長
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積
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方

現
 

状
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南

狽
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い
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＝ ｄ

十

傾
斜

ゆ
る
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か

崩
れ
た
土
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が
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か
?

調
査

着 渡
部

・
中
山
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数
 

量

特
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事
項
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落
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植
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Ⅳ ま と め

仙台城跡全域の遺構分布調査の結果をまとめたものが第10図 である。ここには、今回は台帳を報告していないが

平坦な地形がみとめられる範囲も平場として着色 している。

(1)本九地区

北側、北西側に切石を使用した高石垣が存在する。東側の崖地に面して自然石や割石を使用した石垣が認めら

れるが、自然崩壊が進み危険な状況である。南縁部には大番士土手 (土塁1001)が築かれており、残存状況は良

好である。なお、今回は史跡未指定の民有地である西半部の分布調査は行っていない。

(2)二の九地区

千貫橋跡、筋違橋跡に切石を使用 した石垣が存在するが、一部改変を受けている。西縁の小石垣2001は 、二の

九西縁を区画する塀跡の基礎の可能性が高い。

(3)三の九地区

子門跡、巽門跡の両側に石垣が存在する。曲輪西縁の土手下に自然石や割石を使用した石垣 (石垣3004・ 3005)

が存在するが、湧水があり気存状態は悪い。

(4)登城路地区

巽門からの登城路周辺に石垣が存在する。いずれも自然石や割石を使用 した石垣である。清水門石垣 (4010)、

沢門下石垣 (4007)以外は保存状況が良好である。

(5)御 裏林地区

本九西側には堀切 1、 堀切2、 堀切3の南北方向にのびる3条の堀切が存在するが、さらに東西方向の堀切4が存

在する。御清水から中嶋池方向へのびる尾根上にある堀切5、 堀切6、 土塁8、 平場8、 切岸などの遺構群は、仙台

城跡調査指導委員会の千田嘉博委員からは中世にさかのぼる砦遺構の可能性が高いとの指導をいただいた。

第9図 には、望壕と考えられる細長 く屈曲する溝や、大きなくば地、亜炭坑と考えられる穴など、近代以降に

構築された可能性のある遺構の位置を示した。アミで示した平場のなかには董塚と考えられる溝や小規模な土塁

を伴ったものがあり、第二師団期の工兵作業場であった頃に地形が改変された可能性も考えられるため、計測は

行つたものの今回の報告では台帳を示さなかった。これらの遺構の所属時期等については古い地形図や絵図等の

分析もあわせて今後とも検討していきたい。

(6)そ の他の地区

広瀬川西岸に位置する護岸石垣の規模を計測 した。また今回は調査 していないが、大橋北狽Iの川底には、近世

期の大橋の橋脚跡と考えられる穴が認められることから、渇水時に調査 していく必要がある。筋違橋東偵1で は、

自然石や割石を使用 した石垣が発見された。

169



0とI



衡
府
Ｉ
ぷ
乱

ユ
プ

々

凡 例

■■■■ 石 垣幅材として切石を使用)

―
石 垣幅材として鵠石'部を使耐

―
石組側溝

■ ■ 土 塁

「■i〕i]水堀・堀切

| 1平 場

●  杉並木生存木

●  杉並木根痕

―
発掘調査区

※杉並木の位置は、違田宏「東北大学理
学部附属植物国内樹木の樹齢」『仙台
城l■の自然』(1990仙台市教育委員会)

による。

ｒ一一耳
一一一フ

■
一

0                    200m

―

　

　

　

　

」

第10図 遺構全体図

171 ・ 172



報 告 書 抄 録

ぶ り が な せんだいじようあ―と

書 名 仙 台 城 跡 4

副  書  名 ―平成15年度 調査報告書―

巻 次 4

シ リ ー ズ 名 仙台市文化財調査報告書

シリーズ番号 第271集

編 著 者 名 .渡都 紀  中山 純  伊藤 隆

編 集 機 関 仙含市教育委員会

所  tk  地 〒980‐8671 れ山台市青葉区国分町3丁目7-l TEL022-214-3544

発 行 年 月 日 20044Э月31日

名辮鋤
ふ
融

ふ― り が
|な

所  在  地 調 査 地 点

ヨ ‐ ド

調劇 間 調査面積 調査原因
市町村 遺麟 号

04100 O1033
北 緯 東 経

磋Ⅲ  蕉Ⅲ ⅢⅢⅢ  あ茫

仙 台 競 跡
1蟹晟鶯砧答常―

響桑症隔納ょか
Bざlsro.1イ 1ば514y

2003i05=07

∫
2003.08,08

約14説a
重要歯跡の|

魏 雄

所収遺跡名 種  ―別 主な時代 主な遺構 主|な遺物 を 記 事 項

佃台裁節 競館跡 江戸時代
右遠、と塁
掘切、平場

1分布調査を行予―ヽ、石垣、擢切
などの遺構分所在を確認し、
議 した。



教育局文化財課

仙台市文化財調査報告書第271集

仙 台 城 跡 4

- 平成15年度 調査報告書 ―

2004年 3月

行 仙 台 市 教 育 委 員 会
仙台市青葉区国分町三丁目7-1

文化財課 022(214)8544

刷 株式会社 仙 台 紙 工 印 刷
仙台市宮城野区苦竹3丁 目1‐ 14

TEL 022(231)2245




